
値上額

第1段階 2241円 486円

第2段階 2241円 486円

3237円 312円

3735円 810円

4482円 972円

4980円 1080円

第5段階 5478円 1383円

第6段階 6225円 1350円

第7段階 7470円 1620円

第8段階 8217円 1977円

第9段階 8964円 2139円

第10段階 9960円 2160円

介 護 保 険 料 ･月 額

第3段階

第4段階

平
成

24年
度
川
越
市
一
般
会
計
予

算
の
質
疑
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

公
正
・
公
開
に
反
す
る
姿
勢

市
長
は
健
康
長
寿
奨
励
金
廃
止
や

都
市
計
画
税
増
税
を
決
定
す
る
際
に

意
見
を
聞
い
た
「
川
越
市
経
営
戦
略

会
議
･
外
部
有
識
者
懇
談
会
」
(
既
に

廃
止
)
は
公
募
委
員
や
傍
聴
者
も
い

な
い
な
か
で
行
わ
れ
、
日
本
共
産
党

は
、
市
長
が
掲
げ
る
公
正
･
公
開
に

反
す
る
最
た
る
も
の
だ
と
指
摘
。

市
長
と
議
会
は
二
元
代
表
制

「
市
長
と
議
会
の
関
係
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
」
認
識
を
た
だ
し
ま
し
た
。

市
長
は
（
こ
の
質
疑
は
）
「
風
が
吹

く
と
桶
屋
が
儲
か
る
の
と
同
じ
く
ら

い
か
け
離
れ
て
い
る
」
と
、
ま
る
で

議
案
と
関
係
な
い
か
の
よ
う
な
答
弁

を
行
い
ま
し
た
。
本
山
議
員
は
、
市

長
と
議
会
の
関
係
は
、
新
年
度
予
算

質
疑
の
前
提
で
あ
る
。
市
長
と
市
議

会
は
市
民
か
ら
選
出
さ
れ
た
二
元
代

表
制
の
も
と
で
、
市
長
は
議
会
の
決

定
に
沿
っ
て
施
策
を
実
施
、
市
議
会

は
議
案
や
市
政
を
チ
エ
ッ
ク
し
、
け

ん
制
し
合
っ
て
よ
り
良
い
市
政
を
目

指
す
も
の
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

大
規
模
事
業
を
見
直
し
、
市
民

負
担
、
増
や
す
な
…
反
対
討
論

新
年
度
予
算
に
は
、
学
童
保
育
料

を
月
額
３
千
円
か
ら
５
千
円
に
値
上

げ
、
都
市
計
画
税
が
０
・

25％
か
ら

０
・
３
％
に
増
税
す
る
な
ど
負
担
が

増
え
ま
す
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

替
え
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
検
討
す
る
と

あ
り
、
民
間
利
益
追
求
で
子
ど
も
た

ち
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
大
規
模
事
業
な
ど
土
木
費

は
伸
び
て
い
る
が
、
景
気
対
策
と
し

て
市
内
中
小
零
細
業
者
の
仕
事
確
保

な
ど
地
域
経
済
を
あ
た
た
め
る
施
策

を
展
開
す
べ
き
で
す
。

一
方
率
直
に
評
価
す
る
点
は
、
子

ど
も
医
療
費
の
拡
充
、
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
や
川
越
駅
東
口
広
場
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設

置
な
ど
で
す
。

４
月
か
ら
の
第
５
期
介
護
保

険
料
は
、
基
準
額
で
月
額
１
０

８
０
円
の
値
上
げ
が
議
会
で
決

ま
り
、
（
日
本
共
産
党
は
反
対
）

県
内
市
で
は
、
飯
能
市
に
次
ぐ

高
さ
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
や

介
護
な
ど
を
切
れ
目
な
く
提
供

す
る
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
４

月
か
ら
は
介
護
時
間
数
や
報
酬

も
削
ら
れ
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

退
職

金
減

る
な

か
控

除
廃

止

今
議
会
で
可
決
さ
れ
た
市
税
条
例

の
改
正
は
、
①
退
職
所
得

10％
税
額

控
除
の
特
例
廃
止
、
②
市
た
ば
こ
税

の
税
率
引
き
上
げ
、
③
東
日
本
大
震

災
に
係
る
雑
損
控
除
延
長
か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。

退
職
所
得
に
係
る
市
民
税
特
例
措

置
の
廃
止
で
は
、
個
人
市
民
税
で
約

１
８
０
０
万
円
の
増
税
見
込
み
。
一

人
当
た
り
の
退
職
所
得
が
減
っ
て
い

る
な
か
、
来
年
１
月
以
降
に
支
払
わ

れ
る
分
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の

限
度
額
引
き
上
げ

医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、
国
保
税

も
増
額
が
見
込
ま
れ
、
賦
課
限
度
額

（

69万
円
）
に
達
し
て
い
る
高
額
所

得
層
に
対
し
、
条
例
改
正
し
限
度
額

を
Ｈ

24年
度

73万
円
、
Ｈ

25年
度

77

万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。
夫
婦
と

子
２
人
の
４
人
世
帯
で
限
度
額
に
達

す
る
給
与
収
入
は
、
約
８
０
９
万
円

で
す
。
今
後
、
国
保
の
運
営
を
県
単

位
に
統
合
す
る
た
め
の
引
き
上
げ
で

あ
り
、
保
険
料
の
上
昇
が
予
想
さ
れ

問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
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障
害
者
総
合
福
祉
法
の
制
定

求
め
る
意
見
書
全
会
一
致
で

障
害
者
団
体
の
陳
情
を
受
け
党

議
員
団
等
が
提
案
し
た
「
障
害
者

総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
の
早
期
制

定
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

内
閣
府
の
推
進
会
議
で
全
国
の

障
害
者
支
援
団
体
が
中
心
に
ま
と

め
た
「
障
害
者
総
合
福
祉
法
の
骨

格
に
関
す
る
総
合
福
祉
部
会
の
提

言
」
を
反
映
し
た
法
の
確
実
な
制

定
・
施
行
を
国
に
要
請
す
る
も
の

で
す
。
障
害
福
祉
施
策
の
予
算
確

保
や
提
供
体
制
の
確
立
な
ど
も
併

せ
て
求
め
て
い
ま
す
。

ガ
レ
キ
受
入
れ
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
ガ
レ
キ
の
処
理
に
つ
い
て
、

「
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
形
で

の
広
域
が
れ
き
処
理
の
受
け
入
れ

に
関
す
る
決
議
」
が
可
決
し
ま
し

た
。
議
会
か
ら
市
な
ど
へ
対
応
を

求
め
る
も
の
で
、
市
の
意
思
決
定

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

放
射
能
汚
染
は
拡
散
さ
せ
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
汚
染
の
影

響
を
検
証
し
、
安
全
確
認
体
制
を

整
え
る
こ
と
、
岩
手
・
宮
城
の
ガ

レ
キ
の
情
報
公
開
、
国
と
市
へ
の

説
明
責
任
を
求
め
る
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
、
日
本
共
産
党
も
同
意
し

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

市
民

の
暮
ら

し
守
る

日
本

共
産
党

議
員

団

＝
新

年
度

予
算

で
問

わ
れ

る
市

長
の

政
治

姿
勢

＝
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負
担

増
が
目

白
押
し

･
･
･
家

計
が

心
配

３
月
市
議
会
は
２
月

22日
開
会
し
、
新
年
度
予
算
案
を
含
む
市
長
提
出
の

45議
案
な
ど
を
可
決
、
３
月

16

日
閉
会
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
苦
し
い
市
民
生
活
の
も
と
の
負
担
増
等
を
理
由
に
、
市
税
条
例
改
正
、

介
護
保
険
条
例
改
正
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正
、
平
成

24年
度
一
般
会
計
予
算
、
同
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
介
護
保
険
の
各
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
に
反
対

37議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

4月にオープンしたオアシス前

の休日急患・夜間診療所を視察。

4月2日から保健センター内にオープン



●
子
ど
も
医
療
費
拡
充
へ

今
年

10月
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で

通
院
分
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

昨
年
６
月
、
３
２
６
６
筆
の
署
名

を
市
長
に
手
渡
し
要
請
し
ま
し
た
。

お
金
の
心
配
な
く
病
院
に
か
か
れ
る

よ
う
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
住
宅
改
修
補
助
金
増
額

市
内
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
を
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、
限
度
額
８
万

円
の
補
助
金
が
得
ら
れ
ま
す
。
経
済

効
果
は
、
契
約
額
の

25倍
と
も
い
わ

れ
党
議
員
団
は
、
経
済
対
策
と
し
て

拡
充
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
１
５
０

０
万
円
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

●
家

具
転

倒
防

止
器

具
取

付

震
災
時
の
圧
死
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、

65歳
以
上
の
世
帯
で
構
成
さ
れ
る
方

を
対
象
に
７
月
頃
か
ら
転
倒
防
止
器

具
取
付
け
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

●
耐
震
診
断
・
改
修
補
助
増
額

昭
和

56年
５
月

31日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
対

象
に
工
事
費
の

23％
限
度
額

30万
円

の
補
助
制
度
が
あ
り
、
予
算
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
。

●
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

職
を
求
め
る
市
民
の
就
労
を
支
援

す
る
た
め
、
中
央
図
書
館
前
の
市
の

施
設
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
職
員
も
常
駐
し
職
業
紹
介
や

求
人
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
学
校
給
食
の
放
射
線
測
定
器

党
派
を
超
え
て
協
力
し
、
小
さ
な

子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
と
放

射
能
汚
染
対
策
に
つ
い
て
、
市
と
教

育
委
員
会
に
要
請
し
、
学
校
給
食
の

測
定
機
器
を
購
入
し
ま
し
た
。

●
民
間
保
育
所
建
設
費
補
助

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、

60名
定

員
の
保
育
園
が
２
園
建
設
さ
れ
ま
す
。

●
川
越
駅
西
口
広
場
改
修
へ

歩
行
者
の
安
全
や
渋
滞
対
策

を
提
案
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
４
基

が
設
置
さ
れ
、
歩
行
者
と
車
を

分
離
す
る
改
修
が
行
わ
れ
ま
す
。

完
成
は
、
来
年
度
末
予
定
で
す
。

●
川
越
駅
東
口
デ
ッ
キ
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
へ

車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
足

の
不
自
由
な
方
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
２

基
設
置
さ
れ
ま
す
。
完
成
は
今

年
度
末
予
定
で
す
。

エレベーター

タクシーコール

①
②

③
④

⑤

⑥
⑦

⑧
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福
祉
・

防
災

の
街

づ
く

り
を

推
進

アトレ

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
み
な
さ
ん
の
声
を
取
り
上
げ
署
名
運
動
や
市
長
へ
予
算
要
望
を
行
い
、
一
般
質

問
な
ど
で
要
求
実
現
の
た
め
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。
新
年
度
か
ら
次
の
よ
う
な
施
策
が
実
現
し
ま
す
。

買
い
物
難
民
の
実
態

～
か
き
た

有
一
議
員
の
一
般
質
問
～

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
重
い
も
の
が
持
て
な
い
、
徒

歩
圏
に
お
店
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
買
い
物
の
不
便
が

多
く
な
り
ま
す
。
市
の
施
策
や
介
護
保
険
に
は
入
所
施

設
の
充
実
と
あ
わ
せ
て
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
施
策

の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
実
態
を
正
確

に
つ
か
み
、
地
域
の
力
が
活
か
さ
れ
よ
う
に
懇
談
会
の

開
催
を
提
案
。
市
は
検
討
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

放
射
能
汚
染
対
策

地
域
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
、
身
近
な
放
射
線
測

定
を
続
け
て
い
ま
す
。
学

校
給
食
な
ど
食
品
の
汚
染

の
問
題
も
、
色
々
な
人
の

知
恵
も
借
り
て
粘
り
強
く

進
め
て
い
ま
す
。

親
し
み
や
す
い
森
林
公
園
に

～
こ
ん
の

英
子
議
員
一
般
質
問
～

（
仮
称
）
川
越
市
森
林
基
本
計
画
の
用
地
取
得
の
現

状
を
質
問
し
、
約

19％
取
得
し
て
い
る
状
況
が
わ
か
り

ま
し
た
。
高
階
の
森
林
公
園
計
画
は
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
南

側
に
面
し
て
い
る
約

40
haの

地
域
で
雑
木
林
の
中
に
は
、

希
少
動
植
物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
森
の
さ
ん
ぽ
み

ち
」
は
、
党
議
員
団
の
提

案
に
よ
り
散
策
路
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
利

用
促
進
の
た
め
に
、
樹
木

に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
や
遊

具
の
設
置
を
提
案
。
市
は
、

樹
木
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
、

健
康
遊
具
の
設
置
を
検
討

す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

農
業
の
発
展
の
た
め
に

～
川
口

と
も
こ
議
員
の
一
般
質
問
～

市
内
農
業
従
事
者
は
、

平
均
年
齢

64歳
、

68％

が

60歳
以
上
で
す
。
本

市
農
業
の
発
展
の
た
め

に
は
、
担
い
手
の
育
成

を
積
極
的
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
市
も
就

農
セ
ミ
ナ
ー
や
就
農
相

談
会
な
ど
を
開
催
し
、

今
年
度
創
設
さ
れ
た
国

の
青
年
就
農
給
付
金
制
度
を
活
用
（
新
規
就
農
者
に

年
間
１
５
０
万
円
、
最
長
７
年
間
給
付
）
す
る
な
ど

新
規
就
農
を
促
進
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市
は
、

就
農
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
国
の
制
度
活
用
を
図
り
推

進
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

要
求

実
現

に
全

力
─
日

本
共

産
党

─

旧
鶴
川
座
な
ど
の
案
内
設
置
へ

～
本
山

修
一
議
員
の
一
般
質
問
～

観
光
客
、
市
民
が
旧
山
崎
家
別
邸
、
旧
川
越
織
物

市
場
、
芝
居
小
屋
だ
っ
た
旧
鶴
川
座
、
こ
れ
ら
に
面

す
る
通
り
を
歩
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
気
づ
か
れ
ず
、

由
緒
な
ど
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
本
山
議
員
は
、
こ
れ

ら
の
立
地
場
所
に
由
緒
な
ど
案
内
を
表
示
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
見
解
を
求
め
ま
し
た
。
市
は
い
ず
れ
も
、

歴
史
的
風
致
を
形
成
す
る
建
造
物
で
あ
り
由
緒
･
来
歴

を
表
示
す
る

こ
と
は
、
重

要
性
を
知
っ

て
い
た
だ
く

有
効
な
手
段

で
あ
り
設
置

を
検
討
し
て

い
く
と
答
弁
。
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完成イメージ図

１０月１日から実施予定

放射線量を測定

住宅の耐震化にも補助


